
第9回宇宙開発委員会（定例会議）

議　事　次　第

1．日　時 平成9年3月19日（水）

14：00～15：40

2．場　所 委員会会議室

3．議　題 （1）前回議事要旨の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

（2）タイ国家研究評議会リモートセンシング部ペイバル・ルア

　　ングスリ部長等との意見交換について
（3）ナホトカ号重油流出海域の人工衛星を用いた観測・解析の

　　現状について
（4）環境観測技術衛星（ADEOS一1）計画及びマニヒ。ユレータ飛行実証試験

　　（MFD）計画に係る公文の署名・交換について

4．資　料 委9－1
委9－2

委9－3

委9－4

第8回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

タイ国家研究評議会リモートセンシング部「ペイバ
ル・ルアンダスリ」部長及びマレーシアリモー漣ンシングセンター

「ニッタ・ナスルディン・マームード」所長と宇宙開発委員会との

意見交換

ナホトカ号重油流出海域の人工衛星を用いた観測’

解析の現状について
環境観測技術衛星（ADEOS一1）計画及びマニヒ。ユレータ飛行実

証試験（MFD）計画に係る公文の署名・交換について
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第8回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　議事要旨（案）

1．日時 平成9年3月12日（水）

14＝00～15：30

2．場所 委員会会議室

● 3．議題 （D前回議事要旨の確認について

（2）第1次微小重力科学実験室（MSL－1）計画の搭載実験の
　　実施について

（3）航空宇宙技術研究所の外部評価について

（4）ミール利用宇宙実験・宇宙船内微生物相計測実験実施結果に

　　ついて

●

4．資料 委8－1
．委8－2

委8－3－1

委8－3－2

委8－3－3

委8－4

第7回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

第1次微小重力科学実験室（MSL－1）計画の搭載
実験の実施について

航空宇宙技術研究所の外部評価報告書概要について

航空宇宙技術研究所外部評価報告書

研究評価報告書

「ミール利用宇宙実験・宇宙船内微生物相計測実験」

実施結果について（速報）

5．出席者

　　　宇宙開発委員会委員長代理

　　　宇宙開発委員会委員

　　　　　　’，

　　　　　　〃
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長

事務局

　科学技術庁長官官房審議官

　科学技術庁研究開発局宇宙政策課長
大　熊　健　司

千　葉　　　貢　他
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6．議事

　（1）議事要旨の確認について

　　　第7回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）　（資料委8－1）が確

　　認された。

（2）第1次微小重力科学実験室（MSL－1）計画の搭載実験の実施について

　　宇宙開発事業団宇宙実験グループ　斎藤総括開発部員より、資料委8－2

　に基づき、平成9年4月4日（日本時間）に打上げ予定の米国スペースシャ

　トルにて実施される第1次微小重力科学実験室（MSL－1）計画について、

　日程、搭載される大型灼熱炉（LlF）の概要、実験の概要等について説明

　があった。

　　これに関し、委員より、NASAマーシャル宇宙飛行センターに組織され

　る実験運用隊と日本の実験運用隊の役割、資料の入手法と実験後の分析等に

　ついて質問があった。

（3）航空宇宙技術研究所の外部評価について

　　航空宇宙技術研究所　村田企画室長より、資料委8－3－1、委8－3－2、委8

　－3－3に基づき、航空宇宙技術研究所の研究活動、成果並びに今後の計画を評

　価するために設置された外部評価委員会の評価報告書について説明があった。

　　これに関し、委員より、外部評価委員会の構成、評価の具体的な方法、航

　空宇宙技術研究所の研究者・職員の構成、今後の外部評価を継続するにあた

　っての予算と体制等について質問があった。

（4）ミール利用宇宙実験・宇宙船重訂生物相計測実験実施結果について

　　宇宙開発事業団宇宙実験グループ　斎藤総括開発部員より、資料委8－4

　に基づき、平成9年2月10日から3月2日にかけてロシアのミール宇宙ス

　テーションにおいて実施された宇宙船内微生物相計測実験の結果、今後の計

　画等について説明があった。

　　これに関し、委員より、実験の解析状況等について質問があった。
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タイ国家研究評議会リモートセンシング部「ペイバル・ルアンダスリ」部長及び

マレーシアリモートセンシングセンター「ニッタ・ナスルディン・マームード」所長と宇宙開発委員会との意見交換

（参考資料）
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RUANGSIRI　PAIBUL
（ペイバル・ルアンダスリ）

現職

生年月日

タイ国家研究評議会リモートセンシング部　部長

1937年4月1日（59歳）

学歴

　1967年

　1969年

　1971年

極東大学（フィリピン）　　　　　　　土木工学学士

FEATI大学（フィリピン）　　　　　　経営工学修士

サント・トマス大学（フィリピン）　経済学博士

●

職歴

　1961年

　1970年

　1981年

　1984年

　1991年～

王立灌慨省

王立灌慨省

国家研究評議会リモートセンシング部

国家研究評議会リモートセンシング部

現職

技術者

上級技術者

技術者

技術課長、上級技術者
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　Nik　Nasruddin　MAHMOOD
（ニッタ・ナスルディン・マームード）

現職

生年月日

マレーシアリモートセンシングセンター　所長

1950年5月7日（46歳）

学歴

1975年

　1977年

1979年

マラヤ大学　　　　　　　　　　　　地球物理学学士

航空宇宙測量及び地球科学国際研究所（オランダ）　（1／LC）

1．T．　C（オランダ）

リモートセンシング学位

llモートセンシング修士（優秀）

職歴

1975年

　1988年

マレーシア農業研究開発研究所

現職

研究者
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タイの宇宙開発

1．概況

　タイの宇宙活動の大部分を占める地球観測プログラムは、科学技術環境省（MO

STE）国家研究評議i会（NRCT）のもとで1971年より開始された。

　タイの宇宙活動はリモートセンシング衛星と気象学に重点が置かれていたため、

宇宙科学プログラムは制限されてきた。タイの国内通信衛星プログラムは、民間分

野から資金提供を受けている。

2．リモートセンシング

（1｝リモセンデータ配布

　　TRSCが中心となって世界の主要なリモセン衛星データを常時受信、処理し

　ている。受信データは政府関係機関内では無償提供され、一般や第3国へは有償

　提供されている。また、他機関との連携によるデータ解析、データ利用技術の研

　究等を行っている。

　（2）小型リモセン衛星計画

　　タイが東南アジアで今後リーダーシップをとることを目指して進められている

　計画で、今年度（昨年10月半らの年度）の予算から正式に認められた総額約100

　億円の大プロジェクトであり、今年度、カナダに開発を委託し、契約後40カ月以

　内に打ち上げられる予定である。

　　本計画に関し、本衛星の開発、打上げ、運用のための組織体制、本衛星以降の

　衛星計画、タイ宇宙庁（Thai　Space　Agency：仮称）設立構想等を検討するための

　調査を進めている。本年日本へ調査団を派遣し、NASDA、メーカー等を回る

　予定である。

　＊衛星の概要

　　太陽同期軌道、高度550km、地表面分解能20メートル／ピクセル、4バンド特

　別光学センサー

3．通信衛星

　運輸通信省（MCT）のもとで、通信衛星事業が民活型国家プロジェクトとして

進めている。チナワット・サテライト社（運輸通信省との契約に基づき設立された

公益事業会社）が、1993年、1994年に、THA　I　COM－1，　THA　I　COM－2を打ち上げ、現在運

用中。両衛星とも、重量約630kg、中継器12個、米国ヒューズ社製造であり、アリ

アンロケットで打ち上げられた。

4．我が国との協力

　衛星データ受信協力としてMOS－1／JERS－1受信設備をNASDAが設
置、運用支援を行っている。

　今後、ADEOS直接受信に係る協力が予定されている。
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タイ王玉におけるリモートセンシン列進　枢

内　閣

科学技術環境省

国家研究評議会

　（NRCT）
国家リモートセン
シング調整会議

　リモートセンシング部

タイ・リモートセンシングセンター
（Thailand　Remote　Sensing　Center）

総務課

研究調整課

データ解析課

技術開発課

ユーザーサービス課

地上受信局
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マレーシアの宇宙開発

1．全般状況
（1）リモートセンシング活動
　　　リモートセンシング委員会が策定する国としてのリモートセンシング計画
　　に基づき実施される。当該委員会の議長は科学技術環境省の事務長官で・メ
　　ンバーはユーザ諸省庁、国立研究機関、大学からの代表者により構成され・

　　マレーシアリモートセンシングセンター（MACRES）が事務局を担当す
　　る。

　　　リモートセンシングの個々の計画をMACRESの調整のもとに実施する
　　ために、関係ユーザ機関の専門家により構成されるいくつかの技術ワーキン

　　ググループがMACRES内に設置されている。

（2）衛星開発
　　マレーシア政府はマレーシアを東アジア地域の電気通信活動の中心にすべ

　く検討している。当該政策により、同国は1996年1月13日に、マレー
　シア東アジア衛星（MEASAT－1）を静止軌道へ打上げている。同衛星
　は同国及び東アジア地域の電話、放送、テレビ、情報・ビデオサービスの向

　上に貢献している。
　　また、宇宙及び地球環境での科学実験を目的とした小型衛星を1997年

　に打上げる計画がある。

2．マレーシアリモートセンシングセンター（MACRES）
　　MACRESは科学技術環境省（環境庁、気象庁等を含む）のもとに設立さ
れたセンターで、1990年1月から運用され以下の4つの部門で構成されて
　いる。

（1）ユーザーサービス
（2）地理情報システム
（3）応用・研究及
（4）トレーニング

MACRESの役割は以下のとおり。

（1）科学技術環境省の諮問を受け、リモートセンシングナショナルプログラム
　　の取りまとめを行うナショナルコミュニティーの議長を同センター長が務

　　める。
（2）国内及び国際的なリモートセンシング活動の調整。

（3）リモートセンシング及び関連技術に関する政府への助言。

ダ



マレーシア斗学技術行政 抜　）

内閣 科学技術関係閣僚会議 国家科学研究開発会議

総理府 科学顧問

科学技術環境省 国立サイエンスセンター

マレーシア・リモート

　センシングセンター（MACRES｝

マレーシア・テクノロジーパーク

マレーシア科学技術情報センター

マレーシア標準工業技術研究所

マレーシア・マイク肛レ外ロニクス研究所

分析研究所

マレーシア原子力技術研究所

原子力規制委員会

環境庁

気象庁

野隼生物・国立公園庁
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ナホトカ号重油流出海域の人工衛星を用いた観測・解析の現状について
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　平成9年1月2日に発生したロシア船籍タンカー「ナホトカ号」の海難事故に

関しては、事故発生当初より宇宙開発事業団を中心として観測を実施してきてい

るところであるが、観測及び研究の現状は以下の通りである。

1．人工衛星を用いた観測について

　事故発生当時は重油が漂流している広い範囲を観測の対象としてきていたが、

現在は、湧出点を中心とした観測を実施している。

　湧出点については、これまでにADEOS、　JERS－1、ランドサット

　（米）、SPOT（仏）、ERS－2（ESA）、RADARSAT（加）と
いう6機の地球観測衛星を活用して観測を行っているが、現在までのところ、

ADEOSのAVNIRで5回重油と思われるパターンを検出している。取得
　した情報は、海上保安庁などの関係機関に提供している。

●

2．宇宙開発事業団における解析研究について

　　人工衛星に搭載された光学センサ、合成開ロレーダ（SAR）による観測結

果について、航空機に搭載された合成開ロレーダなどによる今回の観測結果、

過去の重油・原油事故の観測結果（1989年アラスカなど）との比較などの
解析研究が進められている。

3．（財）リモート・センシング技術センター・における解析研究について

　　平成9年1月30日、科学技術会議政策委員会が科学技術振興調整費による

　「ナホトカ号流出事故による環境影響に関する緊急研究」の実施を決定したが、

　（財）リモート・センシング技術センターと航空宇宙技術研究所がその実施機関

　となった。

　　現在、（財）リモート・センシング技術センターにおいてRADARSATの
詳細画像の研究、航空宇宙技術研究所の実験用航空機「ドルニエ」が取得した

画像を活用したRADARSAT画像の評価等の研究を実施している。



宇宙開発事業団におけるナホトカ号重油流出海域の

　　　　　観測・解析の現状について

平成9年3月19日
宇宙開発事業団
地球観測システム本部

1　これまでの観測結果及び評価（3月18日現在）

　　平成9年1月2日の沈没以来、様々なセンサにより重油の検出を試

　みた。これまでの観測・検出状況は別表1の通りである。

　　　2．データ解析結果
．　　（1）合成開ロレーダ（SAR）による観測と解析
●　　　　　　SARによる重油検出は、　「海水と重油の粘性（表面張力）の相違に
　　　　　より、重油域の表面が滑らかになり、レーダ反射強度が相対的に低

　　　　　下することによって暗くなる」に基づいている。ところが風が強く

　　　　　なりすぎると、海水と油膜の区別が難しくなり、重油の判別が困難

　　　　　になる。

　　　　　　現在までの観測でRADARSATで3回の漂流油のパターンが確認さて、

　　　　　一定の状況の下でSARにより油域の検出が可能なことを実証した。

　　　（2）光学センサによる観測と解析

　　　　　　1月13日、　17日のSPOT、2月9日、23日、24日、　27日、
　　　　　28日のADEOS／AVNIRでの観測で油域が観測できた。検出は四域と周

　　　　辺海域の反射強度差が256カウントの内の1カウント程度の差を検知●
　　　　することになるため、雑音等からの弁別の困難さ、天候状態の影響

　　　　　により、検出は困難を極めた。しかしながら、天候がよいデータを

　　　　精密に解析することによって、油域の検出が可能なことが実証され

　　　　　た。

（3）航空機搭載センサによる観測と解析

　①合成開ロレーダX，L－Band　SAR（ガルフストリームH型　搭載）

　　能登半島西岸沖の観測シーンの処理結果では、油流出域と思われ

　るパターンの明確な抽出ができ、大変効果的であった。全てのデー

　タを処理し終わるまでまだ時間を要するが、これまでの結果から、

　XバンドとLバンドとで異なる海の波と油膜の情報が得られた。



②高分解能スペクトロメーターAMSS（ビーチクラフトB－200型

　搭載）

　油湧出地点の観測シーンの処理結果では、油流出域と思われるパ

ターンの明確な抽出ができ、大変効果的であった。全てのデータを

処理し終わるまでまだ時間を要するが、これまでの結果から可視域

の反射、1．6μm帯の反射、10μ帯の熱放射により油域の検出

がなされた。

・
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3．まとめ
（1）マイクロ波レーダ、光学双方の衛星観測により、油域の検出ができ

　ることを実証した。

（2）ただし、検出の可能性はマイクロ波レーダ、光学観測とも天候に大

　きく左右されることが判明した。　初期（1月14日）には油域が広

　く、いくつかのセンサで観測ができたが、時間が経過するに従って

　流出油が少なくなり，ADEOS／AVNIRのスーバハイゲインで
　やっと観測できた。SARは雲を通過して油域を検出できるが、その

　たあには波高が小さい（2m以下）ことが必要である。一方、　光学

　センサ観測は当然のことながら雲によってマスクされ、冬の日本海で

　は晴天の日が少なく、観測は困難であった。

●

（3）航空機観測に比して検出の確実性は小さいものの、衛星観測は広域

　性・コストなどの利点が大きい。

（4）衛星観測、航空機を含めた地上観測の組み合わせによる災害監視が

　重要であることが判明した。



別表1．衛星・航空機観測データ状況表（平成9年3月18日現在）
層「 ’

宅一 センサ 測日 祖1
茜一　　1

JERS－1 SAR（L 1／8 ・百 @県単　～噛噛1 パターン・・でき’。 2　は也の憂　招1　　　損1嚥し。　　　、
● OPS 1／17 ll県沿序～郭 1 パターン・・　。判別一一難。 ラインノイス　し。
ADEOS AVNIR／Mu 1／10 福　県沿序～許 1口 パターン検　。二二によ　判別困難。

1／11 福井県沿岸～沖合 雲量多く、二二により判別困難。
1／14 石川県沿岸～沖合 雲量多く、二二により判別困難。
◎2／9 湧出地点 パターン検出。
2／13 湧出地点 パターン検出できず。
2／17 湧出地点 パターン検出できず。
2／20 湧出地点 パターン検出できず。
◎2／23 湧出地点 パターン検出。
◎2／24 湧出地点 パターン検出。
◎2／27 湧出地点 パターン検出。
02／28 ’　地点 パターン・　。

OCTS 117 川県沿序～こ 曇量　　、曇　によ　’　1一＋。 ベーキングのため　2／13まで一測　し。
SPOT IIRV　Mu 113 川県順序～匹 口 ハターン・　。

1／17 能登半島周辺 パターン検出。
1／27 湧出地点 パターン検出できず。
1／28 湧出地点 パターン検出できず。
2／23 湧出地点 パターン検出できず。
2／27 湧出地点 パターン検出できず。
2／28 湧出地点 パターン検出できず。
3／5 湧出地点 パターン検出できず。
3／6
R／ll

湧出地点’　地点 llタ＝鑛出毯ず：

LANDSAT TM 1／13 刀具’八序～9 パ　ーン・・し。判別　＋。 ラインノイズ　し。
ERS－2 AIM（C 1／17 能登’　周辺 パターン検　。

1／20 若狭湾～沖合 パターン検出できず。
1／21 新潟県沖、佐渡島周辺 パターン検出できず。
1／27

Q／8

湧出地点’　地点 パターン検出できず。パターン・・しでき　。

RADARSAT

@l

SAR（C 　1／9
揩P／11
揩P／12

運用湾～能登Σ

¥登半島
瘠ｷ湾～能登半島

　’醒の検‘できず。
菶ｬ域の検出。
菶ｬ域の検出。

§構酬IBIIII）llll卿llぎグ躍欄翻lSTANDARD／MODE（Sl）D

◎1／14 若狭湾～沖合 油流域の検出できず。 STANDARD／MODE（S7）A
◎1／16 若狭湾～能登半島 油流域の検出。 STANDARD／MODE（S6）D

　 ◎1／18 若狭湾～沖合 油流域の検出できず。 STANDARD／MODE（S2）A
◎1／19 若狭湾～能登半島 油流域の検出できず。 STANDARD／MODE（S2）D
◎1／21 鳥取／島根～沖合／沈没地点 油流域の検出できず。 STANDARD／MODE（S4）A
◎1／22 鳥取／島根～沖合／沈没地点 油流域の検出できず。 WIDE　／MODE（W1）A
◎1／23 富山湾／新潟～沖合 油流域の検出できず。 STANDARD／MODE（S6）D
1／25 若狭湾～沖合 油流域の検出できず。 STANDARD／MODE（Sl）A
1／26 富山湾／佐渡ヶ島～沖合 油流域の検出できず。 STANDARD／MODE（S2）D
1／29 鳥取／島根～沖合／沈没地点 油流域の検出できず。 STANDARD／MODE（S2）D
1／31 湧出地点 不具合のため中止。 STANDARD／MODE（S7）A
2／2 湧出地点 油流域の検出できず。 STANDARD／巡ODE（S7）D

2／4 湧出地点 油流域の検出できず。 STANDARD／MODE（S2）A

2／5 湧出地点 油流域の検出できず。 STANDARD／MODE（S3）D
2／12

Q／24

湧出地点”　地点 神流域の検出できず・　流或の・・‘でき　。 FINE　／MODE（F1）D
eINE　／MODE　F5　A

ム戯しエ センサ 損1日 測　」£ 講一　価 “墜

Gulfstream SAR（L，　X） ol／15 能登坐島西序 整流翌の検し」。 2シーソ

ーH ◎1／1516 能登出島　岸、 亀地点 油流域の斜。 10シーン

ビーチB200 AMSS 2／15 1‘ n点 油流域の一・・」。
一

注）・測日の。は、　レス発：表した　ので　る。
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浮遊油の分光放射輝度スペクトル
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　　　　　●　　　　　　　　●
航空機搭載AMSS観測データによる分類画像

　　　　　2月15日観測（湧出地点）
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航空機搭載AMSS観測データによる分類画像（熱赤外画像との合成）

　　　　　　　　　　　　　2月15日観測（湧出地点）
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（財）リモート・センシング技術センターにおける画像解析の現状について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　平成8年度科学技術振興調整費

　「ナホトカ号油流出事故による環境影響に関する緊急研究」

　一流出油による環境汚染の監視方法に関する研究一

1．研究目的

　1997年1月2日に発生したタンカー「ナホトカ号」からの重油流出事故に関

して、その流出重油の浮遊状況を、他の手段に比べて格段の広域調査が可能な人工

衛星搭載の合成開ロレーダ（SAR）を用いて観測し、観測データの解析を行なう

ことによって、海洋環境汚染状況の高精度広域観測手法および迅速なデータ解析技

術の確立を図ることを目的とする。

2．研究実施状況

（1）実施体制および方法

　　全天候、全日の観測が可能なSARデータを中心に、データ取得後、迅速にブラ

　ウズ（簡易）画像を通信回線等を利用して入手し、各部（業務部、研究部、利用

推進部他）が協力して画像出力、分析を行ない、関係機関に提供した。データ取

得として、全天候、全日観測が可能であると共に同地域の観測頻度が高いカナダ

のRADARSAT　SARデータにより重油流出地域のデータ取得を集中的に行ない、カナ

ダで同データを受信後、通信回線でブラウズ（簡易）画像を入手した。これらの

データの解析、分析を実施した後に、関係機関に画像等を提供した。今回の場合、

データ取得から画像提供までは、約6時間程度であった。

（2）本研究における今後の検討事項

　今回はカナダからの通信回線によるデータ入手において、データ量が多量であ

るためRADARSAT　SARのブラウズ画像（地上解像度100m～200m）で対応を行なった

が、今後は、フルレゾリューション（詳細画像：地上解像30m程度）画像を入手し、

フルレゾリューション画像がブラウズ画像に比べてどの程度高度な浮遊油の同定

が可能かどうか等について検討を行なうとともに、浮遊油の実用的なモニタリン

グのために、どの程度まで解像度を落とせるかどうかについての検討を行なう。

3．添付資料

（1）研究調査計画書（概要）

（2）研究のポンチ絵

（3）RADARSAT　SARブラウズ画像およびフルレゾリューション画像例



●
　　　　　　　　　　　　　　研究内容補足説明資料
担当機関）財団法人リモート・センシング技術センター

（研究題目名）

　　　流出油の環境汚染の監視方法
　　　（人工衛星搭載合成開ロデータによる浮遊観測解析手法の開発）

（平成8年度の研究実施内容）

1．RADARSATフルリゾリューション画像による詳細表示画像の作成

　ブラウズ画像で重油浮遊の可能性が確認されたRADARSATフルリゾリューション
　画像を入手して解析し、重油浮遊の同定のための詳細画像の作成を行う。

（目標）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・航空機データを参照したIUDARSATフルリゾリューション画像の評価
　1997年1月2日に日本海の島根県沖で沈没したタンカー「ナホトカ号」から重　　航空宇宙技術研究所の実験航空機「ドルニエ」により観測された比較的同時期
油流出が発生し、日本海とその沿岸域から沖合にいたる広範囲に漂流し、一部　　の航空機データを参照し、R①ARSATフルリゾリュー・ション画像上の重油浮遊状

は日本海沿岸の海岸に広く漂着した。また、沈没船からの重油流出は現在も続　　況の評価を行う。

いている。この事故による環境影響軽減のための対策を早急に実施するための
データを得るとともに、今後の類似の事故に備えるための基礎資料を蓄積する3．RADARSATフルリゾリュ・」・ション画像とブラウズ画像の比較による重油同定のた

ことを目的として、流出油の監視方法の検討や、各種の調査研究を緊急に実施　　めの検討
する必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同一日のRADARSATフルリゾリューション画像とブラウズ画像を比較解析し・空
　本研究は、重油流出と浮遊状況に関して、他の手段に比べ格段の広域調査が．　間解像度の違いによる重油浮遊同定の可能性の評価・検討を行う。

可能な人工衛星搭載合成開ロレーダを用いて、重油流出海域観測を実施し、海

洋環境汚染状況の高精度広域観測手法の確立及び迅速なデータ解析技術の開発
を行う。今回は、RADARSATのブラウズ（簡易）画像より詳細な情報を持つフル
リゾリューション（詳細）画像を新たに入手し∫、ほぼ同時期に取得された航空

機データを参照しながら、本画像を解析して評価することにより高精度重油同

定技術の確立を目指すことを目標とする。

（平成7年度までの成果）

（備考：平成9年度以降の研究計画、目標等）

葛



日

研究内容、手法の概要（ポンチ絵）

　　1モー　・センシン　　”センター

研究範囲

RADARSAT

RADARSAT　SAR
　（ブラウズ）

　RADARSAT　SAR
（フルリゾリューション）

へ辱’

評　価

　解析・評価

（空間解像度の違い

による比較解析）

イ

圏一一一一一一一／

航空機データ

検討

まとめ

イ
●●■9 ・1＞

画像入手及び出力 比較解析・評価／検討

高精度重油同定技術

衛星（RADARSAT）データ等の観測
高精度化

』
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RADARSAT一ブラウズ画像の例（1997年1月16日6：00）
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環境観測技術衛星（ADEOS－ll）計画及びマニピュレータ飛行実証試験
（MFD）計画に係る公文の署名・交換について

平成9年3月19日
調　査　国　際　室

1．概要

　宇宙開発事業団と米国航空宇宙局との協力による環境観測技術衛星（ADE
　OS－II）計画及びマニピュレータ飛行実証試験（MFD）計画について、日
本国政府と米国政府との間で公文の署名・交換が行われた。

2．両協力計画のあらまし

（1）環境観測技術衛星（ADEOS－Il）計画
　　　我が国がH－IIロケットで打ち上げる衛星に米国の観測機器（SeaWinds）

　　を搭載し、水・エネルギー循環を中心とする地球科学データを取得すること

　　により、地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOSO）による広域地球

　観測技術の継承・発展を図り、あわせて地球環境問題に対する貢献を実現す
　　る。

（2）マニピュレータ飛行実証試験（MFD）計画．
　　宇宙開発事業団の開発した精密作業用マニピュレーター・システム（人工

　腕）を米国のスペースシャトルに搭載し、宇宙空間における機能確認・運用

　性評価を行う。

3．両協力計画に係る公文の署名・交換

（1）日時：平成9年3月14日（金）午後3時（現地時間）

　　　　　　（日本時間3月15日（土）午前5時）
（2）場所：米国ワシントン

（3）署名者：日本側　　渋谷実公使

　　　　　　　米国側　　アン・ソロモン国務次官補代理

4．その他

　　標記交換公文の署名後早期に、両計画に係る実施機関間の取決め（MOU）
　の署名が行われる予定。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・



環境観測技術衛星（ADEOS－ll）計画に関する日米交換公文の概要

1．本件計画に係る宇宙開発事業団（NASDA）、米国航空宇宙局（NASA）
　及び米国海洋大気局（NOAA）との間の協力は、当該3機関の間において
　締結される実施取決め（了解覚書）の条件に従って実施される。

2．了解覚書は、それぞれの国において施行されている法令及び利用可能な予算

　　に従い実施される。

3．両政府は、本件計画に関連して生ずる問題について解決を図るため協議する。

4．この取極は、終了の6箇月前に書面で通告することにより終了させない限り、

　　6年間有効であり、両政府の書面による合意により延長又は改正できる。



マニピュレータ飛行実証試験（MFD）計画に関する日米交換公文の概要

1．本件計画に係る宇宙開発事業団（NASDA）と米国航空宇宙局（NASA）
　　との間の協力は、同機関の間において締結される実施取決め（了解覚書）の

　　条件に従って実施される。

2．了解覚書は、それぞれの国において施行されている法令及び利用可能な予算

　　に従い実施される。

3．米国政府は、宇宙物体登録条約に基づき、スペースシャトル並びにその構成

　　部分及び搭載物を宇宙物体として登録する。本件計画のための搭載物がスペ

　　ースシャトルから分離された場合には、我が国政府は、同条約に基づき、分

　　離された当該搭載物を登録する。

4．両政府は、本件計画に関連して生ずる問題について解決を図るため協議する．

5．この取極は、終了の6箇月前に書面で通告することにより終了させない限り、

　　1999年9月30日まで有効であり、両政府の書面による合意により延長
　　又は改正できる。

」



環境観測技術衛星（ADEOS一　皿）の外観図
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④米国航空宇宙局（NASA）搭載センサ
　　海上風観測装置（Sea　Winds）

●

①AMSR：高性能マイクロ波放射計

　　　（海面温度及び大気中の水蒸気量・降水量等の観測）．

②GLI：グローバル・イメージヤ

　　　（大気・海域・四域の諸現象の観測）

③ILAS一皿1：改良型大気周縁赤外分光計皿聖

　　　（南北両半球の高緯度地域の成層圏の観測）

④Sea　Winds：海上風観測装置

　　　（海上風の風速・風向のグロ・一バルな観測）

⑤POLDER：地表反射光観測装置

　　　（地表面や大気で反射される太陽端の偏向及び方向特性の観測）

⑥DCS：デLタ収集システム（DCS－ANτ：DCSアンテナ／DCS　Antenna）

⑦ESA：地球センサ（衛星の姿勢制御のためのセンサ）

⑧CCR：コーナ・キューブ・リトロリフレクタ

　　　（軌道決定実験のためのレーザー光線反射板）

⑨PDL：太陽電池パドル



L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　スペースシャトルによる飛行実証試験の概念図

本計画は、平成9年7月に打上げ予定のスペースシャトル「ディスカバリ」」号1こ、宇宙開発事業団が開発するマニピュレータ

．システムを搭載しζ宇宙空間での各種装置の取り付け、取り外し、構造物の組立等に必要な微細作業用のマニピュレータ開発技

術の実証試験等を行う計画。

　　鴨

　　　　　　　』
　　　　　　　　　　　　　JEM子アームの操作系 ’．顯　夢ゑ

　　　＼

スペースシャ・トル搭載状態外観図


